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さ
あ
υ

夏
休
み
だ

体
力
を
つ
く
ろ
う

ンスです。せっかくの休みに

病院通いはかわいそうだと放 ，

って遊ばせてしまっては、結

局あとで親も子も泣かされま

す。

夏休みをたのしく過ごすた

めには、まず、からだを丈夫

にして健康にすることです。

それが学校に夏休みのある理

由であり、目的でもあるわけ

です。
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大村市農林水産業

と
る
漁
業
か
ら

作
り
、

そ
だ
て
る

漁
業
ヘ

魚
は
、
我
々
の
食
生
活
に
お
い

て
、
き
わ
め
て
重
要
な
た
ん
白
質

等
の
供
給
源
と
し
て
、
ま
す
ま
す

そ
の
必
要
性
を
増
し
て
お
り
ま
す

が
、
最
近
沿
岸
漁
業
に
お
き
ま
し

て
の
水
揚
げ
が
、
資
源
の
減
少
に

と
も
な
っ
て
不
振
な
こ
と
は
、
憂

慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
.

波
静
か
で
風
光
明
美
な
大
村
湾

は
、
風
景
に
も
ま
し
て
お
い
し
い

キ
ス
、
古
い
伝
説
を
持
つ
真
珠
は

広
く
世
の
人
々
に
知
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
水
産
業
関
係
者
の

間
で
は
天
然
の
産
卵
場
と
し
て
の

大
村
湾
を
重
視
し
‘
タ
イ
な
ど
の

稚
魚
を
採
取
し
て
、
地
場
に
お
い

て
養
殖
を
行
な
う
詰
験
研
究
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
.

特
に
、
な
ま
こ
、
う
に
な
ど
の

内
海
物
は
、
市
外
の
市
場
で
最
高

級
品
と
し
て
高
値
を
呼
び
、
そ
の

増
産
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

数
年
前
よ
り
こ
の
大
村
湾
で
は
不

可
能
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
の
り

わ
か
め
の
養
殖
が
立
派
に
成
功
し

て
.
独
得
の
芳
香
と
や
わ
ら
か
さ

で
好
評
を
得
、
関
係
漁
民
は
、
い

よ
い
よ
作
り
、
そ
だ
て
る
漁
業
へ

の
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。大

村
市
に
お
い
て
も
こ
の
漁
民

の
漁
場
改
良
、
浅
海
養
殖
に
対
す

る
願
望
を
計
画
し
、
漁
業
構
造
改

善
事
業
と
し
て
‘
コ
ン

ク
リ
ー
ト

魚
礁
、
築
い
そ
投
石
事
業
、
沈
船

魚
礁
な
ど
を
年
次
計
画
的
に
実
施

し
、
内
海
の
特
性
を
生
か
し
た
増

産
を
は
か
り
お
市
民
の
皆
さ
ん
万

の
食
膳
を
に
ぎ
わ
す
と
と
も
に
、

大
村
市
の
特
産
品
と
し
て
の
名
声

を
高
め
る
こ
と
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
玖
島
崎
に

あ
り
ま
す
、
国
立
真
珠
研
究
所
、

又
、
県
の
水
産
=
試
験
場
な
ど
で
行

な
わ
れ
ま
す
大
村
湾
の
特
性
調
査

と
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
増
殖
指
導

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

和
牛
の
試
験
林
間
放
牧
開
始

コンクリート漁巣の沈設作業

市
で
は
畜
産
振
興
対
策
と
し
て

松
原
農
協
に
林
開
放
牧
試
験
委
託

を
し
、
本
年
四
月
か
ら
市
有
林
(

部
分
林
)
約
四
加
に
和
牛
十
五
頭

を
放
し
、
植
林
地
の
省
力
化
と
肥

培
効
果
を
期
待
し
な
が
ら
、
野
草

を
利
用
し
て
肥
育
素
、牛
を
つ
く
り

供
給
を
安
易
に
す
る
た
め
に
計
画

さ
れ
た
も
の
で
す
.
四
月
か
ら
十

F 

月
末
日
ま
で
の
放
牧
期
間
に
十
分

な
運
動
、
日
光
浴
な
ど
を
行
な
い

そ
の
後
、
地
区
肥
育
農
家
に
譲
渡

3
レ
古
匹
、
f
y

。

試
験
の
結
果
が
よ
け
れ
ば
公
有

林
私
有
林
に
も
未
利
用
地
が
か
な

り
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
事
業
を

実
施
し
、
和
牛
経
営
の
安
定
を
は

か
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

J 、

鶏
の
=
ユ

l
カ
ッ
ス
ル

病
に
注
意

こ
の
病
気
は
一
九
ニ
六
年
に
英

国
で
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
て
い
ら

い
全
世
界
に
ひ
ろ
が
り
、
養
鶏
家

に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
恐
れ
ら
れ

て
い
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
お
こ
る

急
性
伝
染
病
の
ひ
と
つ
で
す
.

病
気
の
感
染
は
病
毒
を
経
口
あ

る
い
は
気
道
内
へ

の
吸
入
に
よ
っ

て
お
こ
り
、
病
性
が
は
げ
し
く
死

亡
率
の
高
い
ア
ジ
ア
型
と
病
状
の

軽
い
ア
メ
リ
カ
型
が
あ
り
、
感
染

す
る
と
三

1
五
日
前
後
の
潜
伏
期

聞
を
経
て
発
病
し
、
一
般
に
元
気

や
食
欲
が
な
く

t

急
激
に
産
卵
が

低
下
し
、
開
口
呼
吸
あ
る
い
は
奇

声
を
発
し
、

緑
色
便
を
は
い
せ
つ

し
、
ま
た
、

F

け
い
れ
ん
旋
回
な
ど

の
神
経
症
状
を
お
こ
し
ま
す
.

こ
の
病
気
は
三
、
四
年
前
に
全

国
的
に
流
行
し
ー
そ
の
後
は
小
康

状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
ま

た
発
生
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
の
予
防
に
は
予
防
注
射
と
同

時
に
鶏
舎
の
定
期
的
な
清
掃
、

~消

毒
が
必
要
で
あ
り
ま
す
.

再
び
ニ
ュ
l
カ

ッ
ス
ル
病
が
発

生
し
な
い
よ
う
防
疫
に
つ
と
め
ま

、しょ
下つ
.

く
わ
し
い
こ
と
は
大
村
市
鶏
病

対
策
協
議
会
(
市
農
林
水
産
課
内
)

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

. ' 、
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病原菌に抵抗力を

大村市における伝染病発生状況

去
年
の
国
体
開
催
を
機
会
に
伝

染
病
発
生
も
ぐ
ん
と
減
り
、
今
年

度
に
は
い
っ
て
四
月
に
十
八
名
の

集
団
発
主
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
二
名
の
散
、発
に
止
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
な
お
一
層
伝
染
病
撲

滅
を
目
標
に
、
努
力
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
伝
染
病
の
発
生
状

況
並
び
に
月
別
り
患
率
は
次
表
の

と
お
り
で
す
。
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じ
め
じ
め
と
続
い
た
つ
ゆ
も
よ

う
や
く
あ
が
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

き
び
し
い
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
長

い
つ
ゅ
の
聞
に
病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
が
弱
っ
て
お
り
、
健
康
を
害

し
や
す
い
季
節
で
す
。
そ
こ
で
環

境
を
き
れ
い
に
し
住
み
よ
い
、
明

る
い
生
活
を
保
つ
た
め
に
、
大
そ

う
じ
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
そ
う
じ
の
期
間

昭
和
四
十
五
年
七
月
二
十
五
日
よ

り
八
月
八
日
ま
で
。

大
そ
う
じ
の
要
領

①
天
気
の
良
い
日
を
選
び
、
室
内

は
な
る
べ
く
乾
燥
す
る
よ
う
く
ふ

う
し
、
タ
タ
ミ
は
日
光
消
毒
を
充

分
に
す
る
こ
と
。

①
住
家
周
囲
の
雑
草
ゃ
、
不
用
な

空
び
ん
、
空
缶
等
は
き
れ
い
に
取

り
除
き
、
ボ
i
フ
ラ
の
発
生
源
を

な
く
す
こ
と
。

①
ゴ
ミ
箱
、
た
い
肥
舎
、
便
所
等

も
よ
く
清
掃
し
、
定
期
的
に
駆
除

を
行
な
う
と
効
果
的
で
す
.

「
先
天
性
代
謝
障
害
症
の
検
査
」

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

症
の
集
団
的
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は

赤
ち
ゃ
ん
の
お
し
つ
こ
を
調
べ
る

(
検
尿
)
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
が

わ
か
る
の
で
す
.
赤
ち
ゃ
ん
の
お

し
つ
こ
を
採
る
の
は
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
市
立
病
院
小
児
科
外
来
に
お
い

で
く
だ
さ
る
と
採
尿
パ
ッ
ク
を
差

し
上
げ
、
お
し
つ
こ
の
採
り
方
を

お
教
え
い
た
し
ま
す
。
採
尿
パ
ッ

ク
に
入
れ
た
お
し
つ
こ
を
外
来
に

ご
持
参
く
だ
さ
れ
ば
、
代
謝
障
害

症
の
す
べ
て
の
検
査
を
行
な
い
結

果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
も

し
異
常
が
あ
れ
ば
治
療
を
直
ち
に

-

受
け
ま
し
ょ
う
。

検
査
は
含
水
炭
素
代
謝
異
常
.

ア
ミ
ノ
酸
代
謝
異
常
、
脂
質
代
謝

異
常
等
十
一
種
類
の
検
査
を
行
な

い
料
金
は
二

O
O円
で
す
。

(
大
村
市
立
病
院
小
児
科
)

12暴10 11 

先
天
性
代
謝
障
害
症
は
お
子
さ

ま
の
発
育
を
遅
ら
せ
る
ば
か
り
か

知
能
発
達
の
大
き
な
障
害
と
な
り

ま
す
.
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
早

期
に
発
見
し
、
正
し
い
指
導
と
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
現
在
も
っ
と
も
注
目

さ
れ
て
お
り
ま
す
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト

ン
尿
症
は
、
精
神
薄
弱
を
来
し
ま

す
が
、
こ
の
検
査
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
早
期
に
発
見
し
、
直
ち

に
治
療
を
開
始
す
れ
ば
、
知
能
の

発
育
を
正
常
に
発
達
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
.
ま
だ
こ
の
ほ

か
に
も
、
多
く
の
先
天
性
代
謝
障

害
症
の
検
査
も
で
き
ま
す
し
、
検

査
に
異
常
が
出
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
病
状
に
適
し
た
治
療
が
で
き
て

心
身
共
に
健
康
な
子
供
に
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
.

こ
の
た
び
「
大
村
市
立
病
院
小

児
科
」
で
は
、
先
天
性
代
謝
障
害

栄養と睡眠を十分に

副主lzl可-lzlhl!?己

て〉
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看
護
婦
等
未
就
業
者
の

再
調
査

未
就
業
看
護
婦
の
再
就
職
を
容

易
に
す
る
た
め
、
調
査
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
市
衛
生

課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

対
象
者

1、、‘-<

市
内
に
居
住
し
て
い
る
未
就
業
の

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
(
士
〉

準
看
護
婦
の
有
資
格
者
で
、
今
ま

で
の
調
査
で
一
度
も
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
人
。

調
査
期
間

昭
和
四
十
五
年
七
月
十
日
か
ら

八
月
十
日
ま
で
.
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百
日
接
、
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
の
予
防
接
種

市政だより

六
月
一
日
の
市
政
だ
よ
り
で
三

回
目
の
接
種
目
を
ま
ち
が
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
変
更

い
た
し
ま
す
.

七
月
二
十
七
日
諏
訪
公
民
館

竹
松
本
町
公
民
館

七
月
二
十
八
日
市
立
病
院

萱
瀬
出
張
所

七
月
二
十
九
日
福
重
出
張
所

松
原
出
張
所

七
月

三
十

日

市

役
所

鈴
田
出
張
所

三
浦
出
張
所

新
ら
し
い
交
通
規
正

市
内
諸
車
の
駐
車
禁
止
が
つ
ぎ

の
と
お
り
追
加
さ
れ
ま
す
。

マ
路
糠

①
大
村
市
内
国
道
三
十

四
号
線
(
十
六
、
四
キ
ロ

メ
l
ト

ル
)

①
市
道
大
村
駅
前
l
乾
馬
場
i

松
並
町
国
道
交
差
点
ま
で
(
八
千

三
十
五

メ
ー
ト
ル
)

①
市
道
大
村
駅
1
郵
便
局
前
l

国
道
三
十
四
号
線
交
差
点
ま
で
(

五
百
メ
ー
ト
ル
)

マ
実
施
期
日
七
月
十
五
日
以
降

一、

選
考
予
定
日

予
定

一
、
希
望
者
は
、
自
筆
履
歴
書

(

写
真
添
付
)
、
戸
籍
抄
本
又

は
住
民
票
抄
本
を
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
事
業
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
.

保
険
税
納
税
通
知
書
を

発
送

O
昭
和
四
十
五
年
度
国
民
健
康
保

険
税
納
税
通
知
書
を
、
七
月
十
三

抽
議
)

日

付

で

郵
送
し
ま
し
た
が
、
お
手

マ
場
所
大
村
市
事
業
課

も
と
に
到
着
し
て
お
り
ま
す
で
し

マ
日
時
昭
和
四
十
五
年
七
月
二
ょ
う
か
。

十
九
日
十
三
時
三
十
分

t
O
昭
和
四
十
五
年
度
保
険
税
の
あ

ム
代
金
納
入
契
約
時
に
即
納
ち
ま
し
を
ゾ
納
税
通
知
書
と
同
封

第

三

十

二

期

，
じ
ま
じ
た
の
で
よ

ι犠打
年
一~ーく
た

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
さ
い
.

募

集

O
保
険
税
は
必
ず
納
期
同
比
完
納

。
資
格

し
ま
し
ょ
う
.

十
八
才
1
二
十
五
才
男
、
女
保
険
税
の
納
付
に
づ
き
主
し
て
は

O
期

間

.

皆

様

方

め

ご
協
力
を
い
た
芯
ド
て

七
月
一
日
l
八
月
三
十
一
日
お
り
ま
す
が
、
毎
年
の
収
納
状
況

。
申
L
込

み

先

を

見

ま
す
と
、
他
の
税
ロ
比
較
し

事
業
課

(電
話
三
三
四
二
番
)
や
や
低
下
し
て
，お
り
ま
す
が
、
保

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
電
険
税
に
つ
き
ま
し
て
も
必
、
す
納
期

話
六

一
九
四
番

)

J

内
に
完
納
さ
れ
、
国
保
事
業
運
営

競

艇

場

開

催

臨

時

従

事

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

・

員

の

募

集

ム

昭

和

四
十
四
年
度
の
納
期
内
納

一、

資
格
市
内
居
住
者
で
四
十
付
率

ハ督
促
状
発
付
時
)
は
平
均

才

以

下

の

女

子

七

回

、五
銘
で
未
納
額
が
二

五
、
五

て
，選
考
方
法
一
般
常
識
、
算

銘
と
な
っ
て
お
り
ま
す
.
一

盤
、
面
接
、
身
体
検
査

ム
滞
納
に
な
れ
ば
経
費
が
が
や
り

八
月
上
旬
の

8月18日

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

N
H
K
が
ナ
マ
放
送

ω期
目
、
8
月
四
日
(
火
)
、
午
前

6
時
泊
分
I
6時
的
分

(集
合
当

日
午
前
6
時
ま
で
)
、

N
H
K
ラ

ジ
オ
方
1
放
送
(
ナ
マ
放
送
)

ω場
所
、
大
村
市
立
玖
島
中
学
校

校
庭
(
雨
天
の
時
は
同
校
体
育
館
)

ω指
導
、
柳
川
英
磨
、
ピ
ア
ノ
、

第
二
回
水
上
ス
キ

l

教
室
開
催

ム
日
時
七
且
三
十
日
(
木
〉
七
月

三
十

一
日
(
金
)九
時
1
十
五
時

ム
場
所
大
村
競
艇
場

ム
主
催
大
村
市
事
業
課
、
長
崎

県
モ
ー
タ
ー
ボ

4
ト
競
走
会

ム
申
し
込
み
七
月
二
十
五
日
ま

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
を
競
定

会

(
電
話
六

一
九
四
番
)
へ

ム
定
員
四
十
名
十
五
才
以
上

の
男
女
、
初
心
者
歓
迎
(
タ
オ
ル

海
水
着
携
帯
の
こ
と
)

昼
食
代
と
し
て
三
百
円

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

払
い
下
げ

マ
ボ
l
ト
及
び
隻
数
ハ
イ
ド
ロ

ブ
レ

ー

ン

二

十
隻

マ
払
い
下
げ
価
格
一
隻
に
つ
き

三
千
円
(
一

希
望
者
に

一
隻
)

マ
方
法

一
般
希
望
者
の
申
請
に

よ
る
。
(
希
望
者
が
多
い
時
は

大
久
保
三
郎
(
テ
レ
ピ
体
操
で
お

な
じ
み
)

※

一
般
、
父
兄
、
お
年
よ
り
、

高

等
学
校
生
、
小
学
、
中
学
生
、

幼
稚
園
児
、
ど
な
た
で
も
お
さ

そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

，L; 

当

e

ン
1
6
4

，A

ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
す
れ
ば
、
税
の
ほ

か
に
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
を

加
算
し
て
納
め
る
ば
か
り
で
な
く

保
険
税
を
徴
収
す
る
費
用
が
か
か

り
、
ま
た
、
毎
月
支
払
う
医
療
費

に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
.
こ
れ
ら
の
費
用
は
、

結
局

み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

統
計
ゲ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル

の

作

品

募

集

-
応
募
資
格

芳
一
部
小
学
校
の
児
童

芳
二
部
中
学
校
の
生
徒

芳
三
部
，
高
等
学
校
以
上
の
生

徒
、
学
生

一
般

矛
四
部

q
u
課

題
各
部
と
も
自
由
と
す
る
。
た
だ

し、

分

一
部
の
作
品
は
、
児
童

が
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
し
、
芳
二
部
の
作

品
は
既
存
統
計
の
利
用
、
ま
た

は
生
徒
が
観
察
し
た
結
果
を
グ

ラ
フ
に
し
た
も
の
と
す
る
。

ふ
規

格

芳
一
部
、
芳
二
部
の
用
紙
規
格

は
4
M

・
∞
言
×

2
・町内酒

才
三
部
、
芳
四
部
の
用
紙
規
格

は
呂
∞
S
×
芯
・
∞
言

各
部
と
も
紙
質
、
色
彩

(
単
色

で
も
よ
い
)
は
自
由
と
す
る
が
、

‘ 
.J._ 

表
面
の
板
張
り
、
ま
た
は
表
面

に
セ
ロ
ハ
ン
、
カ
パ
!
を
つ
け

る
こ
と
は
認
め
な
い
.

ι締
切
日

昭
和
四
十
五
年
九
月
十
日

ι送
付
先
-

長
崎
市
江
一
戸
町
ニ
メ
ナ
三

長
崎
県
統
計
協
会

ふ
応
募
上
の
注
意

ω作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名

性
別
、
職
業
、
年
令

(児
童

生
徒
は
学
校
名、

学
年
)
を

明
記
す
る
こ
と
。

ω各
作
品
と
も
必
ず
グ
ラ
フ
に

用
い
た
統
計
表
(
忠
・4
S
×

日
∞
・
∞
量
規
格
)
を
グ
ラ
フ
の

裏
面
に
添
付
す
る
こ
と
.

中
小
企
業
援
興
資
金
貸

付付
受
付
締
切
七
月
末
日

同
貸
付
金
額
最
高
百
万
円
ま
で

同
貸
付
利
率

日
歩
ニ
銭

別
に
信
用
保
証
料
と
し
て

三
厘
五
毛
l
四
匡

同
償
還
期
間

運
転
資
金
一
年
以
内

設
備
資
金

二
年
以
内

回
申
し
込
み
先

商
工
会
議
所
及
び
市
内
金
融

機
関

八
月
実
弾
射
撃
予
定

池

田

射

撃

場

①
一
日

①
三
日
か
ら
八
日
ま
で

④
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で

@
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
、ま
で

①
二
十
四
日
か
ち
二
十
九
日
ま
で

①
三
十
-
日

ー.. J. . 


